
 

 

前回定例会（平成１８年７月５日）以降の行政の動き 
平成１８年８月２日           
原子力安全・保安院           
原子力安全地域広報官 

 
１．福島第一原子力発電所における計器の設定誤り等への対応について（７月６日） 
 原子力安全・保安院は、標記の発電所における可燃性ガス濃度制御系（ＦＣＳ）の流量計の表示が
誤って表示されているものが確認されたことを踏まえ、東京電力株式会社に対し、原子力発電所に設
定されている全ての計器について、適正な指示値を示すことについて点検を行うよう指示。保安規定
に定める監視に用いている計器及び定期検査の判定基準を満たすことの確認に用いている計器につい
ては、優先的に点検し、東京電力の計画では、７月中にはそれを終え、報告の予定。 
 
２．㈱東芝製原子炉給水流量計等に係る原因究明及び再発防止策に関する改善について（実流量試験
データ不正について）（７月７日） 

 原子力安全・保安院は、不適切なデータ処理に関する原因究明やその再発防止策の妥当性及び実施
状況を確認するため、平成１８年６月２２日及び２３日に株式会社東芝へ立入調査を実施。その結果、
改善すべき事項が認められた（①組織内におけるコミュニケーションを阻害する要因の更なる分析と
コンプライアンス意識を維持する方策の検討、②経営者コミットメントの定着状況に関する評価方策
の検討及び③改善をさらに進めるマネージメントレビューの実施）ので、株式会社東芝に対して、平
成１８年８月７日までに改善策及びその実施状況を報告することを求めた。 
 
３．「検査の在り方に関する検討会中間報告書（案）」意見募集開始（７月１３日） 
 原子力安全・保安院は、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会検査の在り方に関する検
討会において議論を進めてきた「検査の在り方に関する検討会中間報告書（案）」を取りまとめたの
で、７月１３日より８月１３日までの期間で意見募集を行っている。 
 
４．東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所第３号機における原子炉冷却材再循環系配管の欠陥に関
する評価の妥当性確認の結果について（７月２４日） 

 原子力安全・保安院は、電気事業法第５５条第３項の規定により、平成１８年７月１２日に東京電
力株式会社から報告のあった、柏崎刈羽原子力発電所第３号機第９回定期検査期間中に確認されたオ
ーステナイト系低炭素ステンレス鋼製原子炉冷却材再循環系配管（ＰＬＲ配管）の欠陥に関する評価
の対象、方法及び結果について評価を行い、その結果妥当であることを確認。 
 
５．耐震・構造設計小委員会（第７回）開催（７月２５日） 
 原子力安全・保安院は、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会耐震・構造設計小委員会
（第７回）を開催。①新耐震指針に照らした既設発電用原子炉施設等の耐震安全性の評価及び確認や
②女川原子力発電所における宮城県沖の地震時に取得されたデータの分析・評価および耐震安全性評
価などが議題。次回は、８月８日（火）開催予定。 
 
６．実用発電用原子炉に対する保安検査結果等（平成１８年度第１四半期）の原子力安全委員会への
報告について（７月２７日） 

 原子力安全・保安院は、平成１８年度第１回保安検査の結果及び平成１８年度第１四半期（平成１
８年４月１日～６月３０日）において確認された保安規定の遵守状況等について、原子力安全委員会
に報告。「違反」に該当する事項は認められなかった。 
 柏崎刈羽原子力発電所においては、「マネージメントレビューの実施状況」を中心に検査を行い、
選定した検査項目に係る保安活動は、概ね良好であった。東芝流量計問題に係る再発防止対策実施状
況の確認も行った（本店検査）。「原子力安全・品質検討会」の開催、協力企業に対する監査の実施、
調達管理関連マニュアル類の見直し等が実施されつつあることを確認。一方、取引先登録制度におい
て、調達先の品質保証体制を含む技術審査等において改善すべき事項が認められたことから、今後の
日常巡視、保安検査等によって改善状況を確認することとしている。 

 
７．定期安全管理審査の評定結果の通知について（７月３１日） 
 独立行政法人原子力安全基盤機構から審査結果の報告のあった東京電力㈱柏崎刈羽原子力発電所第
２号機第１回定期安全管理審査と同発電所第６号機第２回定期安全管理審査について、規定に基づき
評定を実施し、評定の結果を事業者等に通知。いずれも改善が必要と判断された事項はあったものの、
重大な不適合と判断されるものは認められず、Ｂ（当該審査を受けた組織の定期事業者検査の実施体
制は、一部改善すべき点が認められるものの、自律的かつ適切に定期事業者検査を行い得る）の評定
となった。 
 

以 上 


